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 本庄早稲田の杜ミュージアム企画展 古代エジプトの棺と埋葬  

 

エジプト文明の特徴は、埋葬にあります。かの有名なツタンカーメンの墓では、ミイラ

が四重の棺に入れられ、数多くの副葬品とともに埋葬されました。こうした華やかな埋葬

は、ファラオの権威を誇示するためだけではありません。そこには、古代エジプトの死生

観が反映されているのです。 

吉村作治氏を中心に結成された早稲田大学エ

ジプト調査隊は、1971（昭和 46）年、最初の調

査権をエジプト政府から取得し、マルカタ南遺

跡の発掘を開始しました。そこでは、新王国時代

のファラオ・アメンヘテプ 3 世の儀礼用彩色階

段が発見されましたが、その周囲から、後の時代

の棺も多くみつかりました。またその後、ダハシ

ュール北遺跡では、未盗掘墓がみつかり、彩色木

棺や青いミイラマスクなどの大発見がありまし

た。 

本展覧会では、これら貴重な資料を用いて、古

代エジプトの棺と埋葬そして死生観について紹

介いたします。 
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問合せ先 

○本件記事に関すること 教育委員会事務局 文化財保護課 担当：松橋 

                       電話：０４９５（７１）６８７８ 

○広報全般に関すること 企画財政部 広報課 担当：飯塚 

                      電話：０４９５（２５）１１５５ 

○会 期：令和７年１月 28 日（火）～５月 25 日（日） 

休館日 月曜日（休日の場合は翌日） 

○会 場：本庄早稲田の杜ミュージアム 早稲田大学展示室 

〇観 覧 料：無料 

〇関連事業：特別講演会「エジプト発掘最新報告」 

講師 吉村 作治 氏（早稲田大学名誉教授・東日本国際大学総長） 






